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・国際大会の本寄贈キャンペーンでギネス記録樹立

　2008年ロサンゼルス国際大会中の7日間で、ロータリアン
が寄贈した本の数がギネス世界記録を樹立、識字率向上
への熱意を証明しました。
　この図書寄贈プロジェクトはロサンゼルス・タイムズ社との
協同事業で、年相応の読み書きができない子どもが多くい
る地域として、カリフォルニア州南部とネバダ州南部の公立
の幼稚園と小学校に図書を寄贈するものです。
国際大会の最終本会議中、ギネス世界記録の審査員を務
めるダニー・ガートン・ジュニア氏は、7日間で最も多くの本
を寄贈した新記録保持者としてロータリーを認定。集めら
れた本は、なんと24万2,624冊に上りました。
大会中は、寄贈された本を積み重ねて「本の山」をつくり、
ロータリアンや著名人が、校外学習で訪問中の子どもたち
に本を読み聞かせるスペースも設けられました。
同プロジェクト委員長を務めるインゴ・ワーク氏は、記録樹
立に感謝するとともに「ロータリーは社会全体のためだけで
はなく、特に子どもたちに対し、愛をもって識字率の向上に
取り組んでいます。読むことに必要なのは、愛だけです」と
述べました。 

ニコニコBOX
 三井田 賢一君 最後の例会ですね。お世話になりました。
 橋爪　 良真 君 先週お寺の通夜があり、失礼致しました。
                       6/16で５１歳になります。
 嶋方 　徳郎 君 クラブのホームページ正式に更新します。
                      更新時はＦＡＸでご連絡いたします。
 遠藤　  　潤 君 夫人誕生日です
 一文字 雅晴君 本人の誕生日です
 森本　  　淳 君 今年度、最後のニコニコです。一年間お
                      世話様になりました。

▼三井田会長・水上幹事 ▼和やかな雰囲気

紙面の都合上6月10日の分です。
ご了承下さい。

▲ご機嫌な皆さん

▲栁澤エレクトあとはお願いしますと三井田会長

▲金井パスト会長の乾杯

▲更なる親睦を深めるメンバー

▲次年度の抱負を語る栁澤エレクト

▲水上幹事退任挨拶と進行 ▲次年度会長・幹事にエールを
　送る水上幹事元応援団長

　三井田年度の最終例会が17日ビューホテルにおいて
行われました、会長・幹事お疲れ様でした。

２００８～２００９年度　　クラブ会長方針
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長エレクト　栁澤 佳雄
　国際ロータリーのテーマは、「～夢をかたちに～Ｍａｋｅ 
Dｒｅａｍｓ Ｒｅａｌ」です。
　地域社会の最も大切な資源である「子供たち」に光を当
て、具体的には子供の死亡率を下げるため「安全な水の
確保」、｢十分な栄養｣、｢読み書き能力の向上｣に全ての
ロータリアンが奉仕することを　要請しています。
　これをふまえて次年度のクラブテーマを「クラブの初心
に戻り、夢をかたちに」としました。当クラブは早いもので
創立１０周年を迎えます。創立当時の奉仕の理念に感動
して無我夢中で活躍した初心を思い出し、新たな決意で
奉仕の実践に取り組みたいと思います。

　2008～2009年度の活動方針は次の通りです。
　　１.仲良く、楽しく、役に立つ例会の開催
　　　 例会出席率80%以上を目指す。
　　２.会員増強目標、純増2名
　　３.寄付金目標
　　　　ロータリー財団への寄付：1人　１００ドル以上
　　　　ポリオプラスのチャレン拠金：1人　２４ドル以上
　　　　米山記念奨学会への寄付：1人　１５,０００円以上
　　４.創立10周年記念事業の実施
　　　　創立10周年記念式典
　　　　台北華陽ＲＣとマッチング・グラントの実施
　　５.倉渕町内水源地への植林
　　６.ホームページの更新と拡充

６月17日(火)高崎セントラルロータリークラブ例会報告

賛高

例会場・事務所 / 高崎ビューホテル　高崎市柳川町70

TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733

例 会 / 毎週火曜日　18時30分

E-mail:takasaki-cent@rid2840.jp

　
会　員　総　数
出席計算会員数
当日出席者
会場出席率(％)

出席報告
(６月17日)

34
31
26

81.25

ロータリーを磨こう、
　　　 そして一歩向上しよう!

■論語より■
子日く、　之を知るを之を知ると為し、
知らざるを知らざると為せ。
是れ知るなり。　　　　　　(一部省略)

　孔子が言われた。知っていることは知
っていることとし、知らないことは知らな
いとする。これが本当の「知る」ということ
である。
　カントの批判哲学を彷彿とさせる名句
であり、当たり前のことなのに、現実に
見逃されていることである。すなわち、
知ったかぶりをする、
　知っているつもりだも間違っている、
知らないことに気がついていない……。　本当に知って
いることと、知らないことを、はっきりさせなさいと警告して

いるのである。　　　　※｢声に出して活かした論語70｣

　　　　　　　　　　　　　　三戸岡道夫より抜粋
■７月の例会予定 

７月15日(火)　クラブ協議会（佐藤ガバナー補佐を囲ん

　　　　　　　　　で）新任委員長挨拶

　　 22日(火)　松倉ガバナー公式訪問（協議会）

 　　25日(金)（29日の振替）『松倉ガバナーを囲んで６

　　　　　　　　　ＲＣ合同懇親会』


